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今
第
34
回
定
期
大
会
は
、
東
京
地
本
の
準

備
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に
は
Ｊ
Ｒ
東
労
組
の
発

足
か
ら
今
日
ま
で
の
た
た
か
い
の
映
像
が

流
さ
れ
、
そ
の
後
今
の
時
代
認
識
を
か
つ
て 

             

 
 

        
 

      

の
戦
争
前
夜
と
重
ね
合
わ
せ
、
当
時
の
軍
国

主
義
と
た
た
か
っ
た
〝
正
論
の
人
〟
斉
藤

隆
夫
の
国
会
演
説
を
映
像
と
活
劇
で
紹
介

し
、
朗
々
と
訴
え
か
け
る
演
説
で
会
場
は
盛

り
上
が
り
、
大
会
の
幕
を
開
け
ま
し
た
。 

   

大
会
冒
頭
に
平
均
年
齢
38
歳
の
議
長
団

を
選
出
後
、
挨
拶
に
立
っ
た
吉
川
中
央
執
行

委
員
長
は
、
今
定
期
大
会
の
課
題
を
「
未
来

ビ
ジ
ョ
ン
を
指
し
示
す
」
昭
和
採
か
ら
平
成

採
へ
の
バ
ト
ン
ゾ
ー
ン
を
し
っ
か
り
進
め

て
い
く
と
い
う
事
を
明
確
に
し
、
当
面
す
る

「
Ｊ
Ｒ
改
革
」
を
進
め
て
行
く
事
を
力
強
く

訴
え
ま
し
た
。 

そ
の
後
各
級
機
関
の
来
賓
挨
拶
が
あ
り
、

Ｊ
Ｒ
本
社
か
ら
は
冨
田
社
長
よ
り
「
会
社
発

足
時
の
話
」
や
「
会
社
施
策
の
話
」
が
あ
り

ま
し
た
。
来
賓
挨
拶
の
最
後
に
古
川
本
部
Ｏ

Ｂ
会
長
が
立
ち
、
「
抵
抗
と
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ

ム
の
も
と
、
生
涯
労
働
者
の
気
概
で
Ｊ
Ｒ
東

労
組
と
共
に
た
た
か
う
」
と
力
強
い
挨
拶 

 

            

 

を
行
い
ま
し
た
。 

大
会
は
そ
の
後
本
部
側
か
ら
そ
れ
ぞ
れ

の
議
案
の
提
案
が
あ
っ
た
後
、
質
疑
討
論
に

移
り
、
二
日
目
の
午
後
ま
で
に
計
33
名
の

代
議
員
か
ら
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。 

今
回
の
特
徴
は
、
33
名
の
発
言
者
の
内

30
名
が
平
成
採
の
組
合
員
で
、
今
大
会
を

象
徴
す
る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
昭
和
採
か

ら
の
バ
ト
ン
が
引
き
継
が
れ
て
い
る
内
容

の
大
会
議
論
で
あ
っ
た
と
云
え
ま
す
。 

そ
し
て
二
日
目
の
最
後
に
山
口
書
記
長

か
ら
の
総
括
答
弁
を
受
け
、
大
会
日
程
の
大

半
を
終
え
て
休
会
と
な
り
ま
し
た
。 

   

二
日
目
の
夕
方
か
ら
は
、
「
Ｊ
Ｒ
東
労
組

結
成
30
周
年
記
念
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
」
が
グ

ラ
ン
ド
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
新
高
輪
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。 

大
会
に
参
加
し
た
代
議
員
や
傍
聴
者
と
、

各
方
面
か
ら
の
多
く
の
来
賓
を
含
め
総
勢

１
３
０
０
人
に
及
ぶ
参
加
者
が
集
い
、
レ
セ

プ
シ
ョ
ン
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。 

と
り
わ
け
そ
の
中
で
演
奏
さ
れ
た
『
天
地

人
』
や
、
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
隊
と
の
コ
ラ

ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
演
舞
に
は
、
大
き
な
感
動

と
歓
声
が
上
が
り
ま
し
た
。 

   

大
会
三
日
目
の
冒
頭
、
「
格
差
・
分
断
社
会

を
な
く
す
た
め
に
、
労
働
組
合
の
役
割
と
は

何
か
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ウ

ム
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
の
中
で
は
日
本
の
中
の
格
差
問
題
と
し

て
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
内
に
お
け
る
グ
ル
ー
プ
会

社
と
の
格
差
や
、
韓
国
労
働
者
の
格
差
と
の 

                            

 

た
た
か
い
の
教
訓
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
れ
ら
の
議
論
か
ら
「
Ａ
Ｉ
Ｉ 

ｆ 

ｏ
ｒ

Ａ
Ｉ
Ｉ
」
（
み
ん
な
が
み
ん
な
の
た
め
に
）

と
い
う
考
え
、
つ
ま
り
人
間
第
一
主
義
が
確

認
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。 

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ウ
ム
で
記
念
大
会
の

全
日
程
を
終
え
、
吉
川
委
員
長
の
「
団
結
が

ん
ば
ろ
う
」
で
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。 

Ｊ
Ｒ
東
労
組
結
成
30
年
に
と
っ
て
歴
史
的

な
第
34
回
大
会
は
大
成
功
に
終
え
ま
し
た
。 

Ｏ
Ｂ
会
も
「
当
た
り
前
の
労
働
運
動
」
を

進
め
る
Ｊ
Ｒ
東
労
組
と
固
く
連
帯
し
、
Ｏ
Ｂ

会
運
動
を
進
め
て
行
き
ま
し
ょ
う
。 

     

６
月
15
日
早
朝
の
参
議
院
本
会
議
で
、
現

代
の
「
治
安
維
持
法
」
と
云
わ
れ
て
い
る
「
共

謀
罪
」
が
強
行
採
決
さ
れ
、
自
民
、
公
明
、

維
新
、
こ
こ
ろ
等
の
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ

ま
し
た
。 

こ
の
法
案
を
巡
っ
て
は
、
国
会
に
上
程
さ

れ
る
以
前
か
ら
大
き
な
問
題
に
な
っ
て
お

り
、
し
か
も
参
議
院
法
務
委
員
会
で
の
採
決

を
省
略
し
て
「
中
間
報
告
」
と
い
う
異
例
の

禁
じ
手
で
採
決
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

こ
の
狂
暴
な
国
会
運
営
の
背
景
に
は
、

「
安
倍
首
相
の
ご
意
向
」
が
働
い
て
い
る

「
加
計
学
園
」
問
題
を
早
期
収
拾
し
、
都
議

選
へ
の
悪
影
響
を
少
な
く
す
る
と
い
う
自

公
政
権
の
腹
黒
い
政
治
判
断
が
あ
り
ま

し
た
。 

こ
の
日
国
会
前
を
始
め
、
全
国
の
主
要
都

市
で
は
怒
り
の
「
抗
議
集
会
」
が
開
催
さ
れ
、

Ｊ
Ｒ
東
労
組
も
「
共
謀
罪
」
の
強
行
成
立
を

糾
弾
す
る
「
抗
議
声
明
」
を
発
表
し
ま
し
た
。 

                            

盛
り
上
が
っ
た
オ
ー
プ
ニ
ン
グ 

格
差
社
会
を
な
く
そ
う 

感
動
の
記
念
レ
セ
プ
シ
ョ
ン 

腹
黒
い
自
公
政
権
が
、 

「
共
謀
罪
」
を
強
行
採
決 

大
会
を
牽
引
し
た
平
成
採
の
仲
間 

〈
Ｊ
Ｒ
東
労
組
第
34
回
定
期
大
会
報
告
〉 

 

未
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
切
り
拓
く
感
動
を 

 

平
成
採
の
若
き
リ
ー
ダ
ー
達
が
牽
引 

東労組第 34 回定期大会全景と古川本部ＯＢ会会長 

Ｊ
Ｒ
東
労
組
第
34
回
定
期
大
会
が
梅
雨
入
り
後
の
６
月
12
日
か
ら

14
日
の
日
程
で
、
東
京
品
川
の
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

今
定
期
大
会
は
、
Ｊ
Ｒ
東
労
組
結
成
30
年
の
節
目
の
記
念
の
大
会
で

し
た
。
国
鉄
改
革
と
い
う
「
一
個
の
革
命
」
と
も
云
わ
れ
た
苦
闘
を
経
て
、

Ｊ
Ｒ
を
文
字
通
り
創
り
上
げ
て
き
た
自
信
と
確
信
の
も
と
、
こ
れ
か
ら
の

未
来
を
見
据
え
る
ビ
ジ
ョ
ン
を
導
き
出
す
大
会
で
も
あ
り
ま
し
た
。 

大
会
の
全
日
程
を
通
し
、
そ
の
未
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
指
し
示
し
な
が
ら
、
当

面
の
課
題
に
雄
々
し
く
立
ち
向
か
う
感
動
溢
れ
た
大
会
と
な
り
ま
し
た
。 



 
 

     
 
 
 
 

                  

 

                

 

 

                                      

                                        

                                         

                                

今
回
紹
介
す
る 

有
名
人
は
、
新
庄 

支
部
Ｏ
Ｂ
会
事
務 

局
次
長
の
秋
野 

武
正
さ
ん
で
す
。 

秋
野
さ
ん
は
国
鉄
新
庄
機
関
区
時 

代
か
ら
動
力
車
乗
務
員
と
し
て
、
Ｓ 

Ｌ
機
関
士
、
気
動
車
・
電
車
運
転
士 

と
し
て
四
十
年
余
り
、
無
事
故
・
安
全 

運
転
を
続
け
て
こ
ら
れ
、
卓
越
し
た
技 

能
と
温
厚
な
人
柄
か
ら
誰
か
ら
も
好
か 

れ
親
し
ま
れ
て
い
る
人
で
す
。 

現
役
時
代
の
後
半
は
、
山
形
新
幹
線 

    

車
両
「
つ
ば
さ
」
の
車
体
製
造
会
社
に
出
向 

し
、
Ｊ
Ｒ
の
園
芸
部
で
知
り
合
っ
た
人
脈

を
生
か
し
、
東
日
本
管
内
の
検
修
職
場
を

訪
問
し
、
素
晴
ら
し
い
営
業
成
績
を
上
げ 

会
社
発
展
に
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。 

   

ま
た
Ｏ
Ｂ
会
立
ち
上
げ
に
は
会
員
数
を

増
や
し
、
仙
台
地
本
Ｏ
Ｂ
会
の
会
長
と
し

て
三
代
目
を
担
い
、
大
き
く
組
織
拡
大
を

さ
せ
ま
し
た
。 

趣
味
は
盆
栽
で
、
Ｊ
Ｒ
の
盆
栽
展
出
展 
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や
町
の
盆
栽
会
で
の
優
勝
杯
や
賞
状
が
部
屋

い
っ
ぱ
い
に
飾
ら
れ
て
い
ま
す
。 

町
内
で
は
民
生
委
員
・
新
庄
ま
つ
り
屋
台
づ 

く
り
実
行
委
員
と
し
て
、
若
者 

 
 

の
先
頭
に
立
ち
、
今
年
は 

 
 

幸
運
に
も
新
庄
ま
つ
り 

 
 

の
山
車
行
事
が
世
界
ユ 

ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産

登
録
に
選
ば
れ
た
こ
と
か 

ら
、
２
ヶ
月
後
に
迫
っ
た
山
車

づ
く
り
に
目
を
輝
か
せ
て
い
ま
し
た
。 

「
是
非
一
度
新
庄
ま
つ
り
を
見
に
来
て
欲

し
い
」
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。 

（
山
形
県
新
庄
市
在
住
・
秋
野
武
正
・
78
歳
） 

 

  

 

 

   

わ
が
町
の 

 

有
名
人 

仙台地本ＯＢ会 

 

  
 
 
 
 
 

 

                 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 

 
 

  

５
月
27
日
13
時
よ
り
市
内
の
「
フ

ォ
ー
ラ
ム
ア
キ
タ
」
で
総
勢

61

名 
 
 
 
 

の
参
加
者
で
、
「
第
21
回
定
期
総
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。 

来
賓
に
は
、
地
本
、
本
部
Ｏ
Ｂ
会
、 

県
退
職
者
連
合
の
代
表
と
、
大
野
大
仙
市
議

が
参
加
し
ま
し
た
。 

定
期
総
会
は
、
昨
年
度
亡
く
な
っ
た
11
名

の
会
員
に
黙
祷
を
捧
げ
て
か
ら
始
ま
り
、
発
言

は
６
名
の
委
員
か
ら
あ
り
ま
し
た
。 


 

た
し
ろ
選
挙
の
総
括
は
、
現
職
と
温
度

差
が
あ
る 


 

エ
ル
ダ
ー
を
退
職
す
る
と
Ｏ
Ｂ
会
を
辞

め
る
人
が
多
い
の
で
、
妙
案
は
な
い
の
か 


 

来
月
退
職
す
る
が
、
今
日
は
強
く
誘
わ

れ
て
参
加
し
た
が
、
大
変
良
か
っ
た 


 

レ
ク
の
参
加
者
が
固
定
化
し
て
い
る
の

で
、
今
後
打
開
し
て
い
き
た
い 

 

総
会
後
は
懇
親
会
を
開
催
し
、
楽
し
く
意

義
の
あ
る
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。 

            

 
                              

  
 
 
 
 
 

５
月
28
日
13
時
よ
り
、
北
中
公 

民
館
で
「
第
20
回
定
期
総
会
」
を 

 

45
名
の
参
加
者
で
開
催
し
ま
し
た
。 

特
筆
は
２
名
の
女
性
会
員
の
参
加 

で
す
。
来
賓
に
は
地
本
、
各
支
部
代

表
、
本
部
Ｏ
Ｂ
会
、
県
退
職
者
連
合
の
事
務

局
長
が
参
加
し
ま
し
た
。 

 

発
言
者
は
５
名
で
し
た
。 


 

Ｏ
Ｂ
会
の
活
動
に
、
女
性
会
員
、
家
族
が

参
加
で
き
る
取
り
組
み
を
し
て
欲
し
い 


 

た
し
ろ
選
挙
で
現
役
と
の
関
係
が
作
ら

れ
、
そ
の
後
の
活
動
に
い
か
さ
れ
て
い
る 


 

野
党
統
一
候
補
の
「
杉
尾
ひ
で
や
」
の
集

会
に
参
加
し
、
当
選
を
勝
ち
取
っ
た 


 

エ
ル
ダ
ー
の
Ｏ
Ｂ
会
加
入
の
取
り
組
み

は
、
現
役
と
一
緒
に
進
め
て
い
る 


 

テ
ー
マ
を
決
め
て
、
Ｏ
Ｂ
と
現
役
の
意
見

交
換
す
る
場
を
検
討
し
て
ほ
し
い 

懇
親
会
は
、
手
作
り
の
差
し
入
れ
も
あ
り

楽
し
い
総
会
に
な
り
ま
し
た
。 

            

                                  

春
爛
漫
、
各
地
で
お
花
見 
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現在販売中！ 
    
 購読申し込みは 

 
各地本ＯＢ会へ 

 

 頒価   500 円 
 

 

 

 

熱く決意を語る「たしろかおる」議員と奥様 

頼
れ
る
よ
ろ
ず
相
談
役 

 

 

 

 

 8 月 23日  東関東  本部会議室 

 8 月 24日  西関東  本部会議室 

 8 月 26日  上信越  高崎地本 

 8 月 30日  東  北  盛岡地本 

〈各地本ＯＢ会の責任者も必ず参加〉 

 

 

秋 田 

地方でも結成２０周年を祝う総会に 

新役員体制 

会長 

堀   等 

副会長 

神  洋一 

加賀谷 賢 

高橋 重雄 

事務局長 

畑中 勝己 

 

 

 

 

 

 

 

 

長 野 新役員体制 

会長 

近藤愛一郎 

副会長 

田上 憲由 

牛尼 大輔 

轟  正好 

萩原  実 

事務局長 

金子 万文 

 

 

 

 

 

 

  
 
 

 

６
月
３
日
13
時
30
分
か
ら
茅
ヶ
崎 

 
 
 
 

市
勤
労
市
民
館
で
、
地
本
Ｏ
Ｂ
会
結 

 
 
 
 

成
20
周
年
の
「第
21
回
定
期
総
会
」 

 
 
 
 

が
90
名
の
参
加
者
で
開
催
さ
れ
ま
し 

た
。
来
賓
に
は
、
地
本
、
本
部
Ｏ
Ｂ

会
、
貨
物
労
組
Ｏ
Ｂ
会
、
東
京
・八
王
子
地
本 

Ｏ
Ｂ
会
、
エ
ル
ダ
ー
連
絡
会
の
代
表
と
、
早
稲
田

県
議
と
岡
田
鎌
倉
前
市
議
が
参
加
し
ま
し
た
。 

発
言
者
は
２
名
で
、
会
社
は
退
職
者
に
冷
た

い
、
森
づ
く
り
と
９
条
連
活
動
を
強
化
す
る
等

の
発
言
で
し
た
。
総
会
で
は
長
年
地
本
Ｏ
Ｂ
会

活
動
に
貢
献
さ
れ
た
中
村
、
神
保
、
田
中
の
三

氏
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。 

総
会
の
中
で
は
「
沖
縄
カ
ン
パ
」
が
取
り
組
ま

れ
、
大
成
功
を
納
め
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
自
然
と
人
間
社
の
加
藤
相
談
役
か

ら
、
約
１
時
間
の
記
念
講
演
を
受
け
、
参
加
者

は
元
気
と
や
る
気
を
も
ら
い
ま
し
た
。 

懇
親
会
で
は
、
懐
か
し
い
人
の
顔
を
見
つ
け

て
は
昔
話
に
花
を
咲
か
せ
ま
し
た
。 

                               

横 浜 

  
 

 
 

６
月
３
日
13
時
30
分
よ
り
、
大

宮
総
合
車
両
セ
ン
タ
ー
で
「
第 

 
 

18
回
定
期
総
会
」
を
１
０
５
名
の 

 
 
 
 
 

参
加
者
で
開
催
し
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 

来
賓
は
地
本
、
本
部
Ｏ
Ｂ
会
、 

隣
接
地
本
Ｏ
Ｂ
会
、
エ
ル
ダ
ー
会
、
美
世
志

会
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
等
が
参
加
し
ま
し
た
（
県
シ

ニ
ア
会
と
県
議
２
名
は
第
二
部
で
挨
拶
）。 

 

総
会
で
の
発
言
は
７
名
で
し
た
。 


 

共
謀
罪
を
許
せ
ば
、
第
二
、
第
三
の
浦

電
事
件
が
起
こ
さ
れ
る 


 

宇
都
宮
支
部
Ｏ
Ｂ
会
の
再
建
は
、
東

労
組
を
支
持
す
る
人
で
や
っ
て
欲
し
い 


 

エ
ル
ダ
ー
は
低
賃
金
で
も
同
一
労
働
だ 


 

森
び
と
は
楽
し
い
、
是
非
足
尾
へ 

 

総
会
の
前
段
で
「
沖
縄
カ
ン
パ
」
を
実
施
し

ま
し
た
。 

第
二
部
の
懇
親
会
は
セ
ン
タ
ー
の
食
堂
で
開

催
さ
れ
、
県
シ
ニ
ア
会
や
２
名
の
県
議
も
参
加

し
て
盛
大
な
内
に
終
了
し
ま
し
た
。 

                   

大 宮 

第１回ブロック別 新役員体制 

会長 

徳永 丈男 

副会長 

杉永 哲也 

進藤  昇 

神山 満明 

事務局長 

芝  忠男 

 

 

新役員体制 

会長 

大谷 和夫 

副会長 

長谷川雄二 

平川 昭夫 

佐藤 晴夫 

事務局長 

福田 哲男 

 

 

各地から支部ＯＢ会の活動報告も 


